




















































































































































とに成功するという、開始から終了 至る間に過程のある動作を表す。そして、掴むことの成功、即ち前 終了 を期限 し、そこに至る間に後件の〝三度やり直す〟ことが実現したこと 表す。
(5)の前














































































































































































































て間もなくや、始まりから終 に至る中ほどであれば、「戦争が始まっ すぐ」「戦時のさな 」など、他の時間表現が担うと考えられ、「戦争が終るまでに」とあるから は、前件 「戦争が終る」時点とさほど遠くない時点 後件が実現し と捉えられる。
(16)も「『小























表している。この「朝起き から家を出る」に要する時間は、通常一、二時間程度と考えられ、物理的に長時間 いうわけではない。しかし、カラが共起することで、後件の実現はカラとマデニで表される間のいつでもよく、朝起きた直後など、前件の「家を出る」時点から離れた時点でも構わな ととれる。
(20)のカラを除くと、「家を出る








表一に示したように、マデニの場合、後件が実現可能な最初の時点は前件の開始＝終了時の直前であってはならず、前件の開始＝終了時から一定量離れていなくてはならない。一方、マエニの場合、後件が実現可能な最初の時点は前件の開始＝終了時から遠く離れてはならず、前件の開始＝終了時 近くなくてはならない。こうした両形式 異なりは、次 例によくあらわれている。　
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は、文脈ではなく 両形式の意味の差によ も といえる。
( 注７
) マエが基準点から大きく隔たる点を指すには、「ずっと
まえ
」
や「十年まえ など、発話時の「今」「ここ」を基準 し、程度量を表す語句を共起させるか、「五時
より
ずっと
まえ
」のように、
「より」によって比較対象との関係を示さなくてはならない。
( 注８
) マエニは、
(15')において自然であること、また
(13) 
(14)のような例に
用いられることから、マデニとは異なり、後件の実際の実現時は不定である、といった意味は表さないと考えられる。
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